
 

 

大切にしたい“教訓” 
１月１７日は、「防災とボランティアの日」です。 

１９９５年１月１７日に兵庫県南部で、阪神・淡路大震災という 

大きな地震が発生しました。その際、被災者救護や復興でボラン 

ティア活動が活発になったことから、『ボランティア活動への認識』、 

『災害の備えの充実強化』を図る目的で 「防災とボランティアの日」 

 が制定されました。 

ボランティアの語源は、ラテン語のVolo
ウ ォ ロ

で、“自分からすすんで 

～する”（自発性や主体性）という意味があるそうです。普段の生活の中での小さな行動の積み重ね

が、いざというときの大きなボランティアにつながっています。 

そして、当時、被災した人たちに希望を与えたのが、おむすびの炊き出しだったそうです。お米の大

切さと善意への感謝を忘れないため、１月１７日はおむすびの日にもなっています。おむすびは、忙し

い朝の強い味方でもあります。手軽に食べることができ、具材を工夫すれば栄養も補えます。しらす、

たまご、昆布、チーズなどアレンジしながら朝ごはんに取り入れてみてください。普段、朝ごはんを食

べていない人は、まずは、手軽なおむすびから朝ごはんを食べる習慣を始めましょう。 

 
 

 
 

 

宇部市立厚東川中学校 

令和４年１月１７日 

養護教諭 戸川尚美 

Ｎｏ．７ 
～ からだ・けんこう・こころに関する大切なてがみ ～ 

 

★裏面にも大切なお知らせがあります 

 

背中をまっすぐにし、姿勢をよくして学習すると、やる気や集中力がUPすると言われています！ 

みなさんの授業中の姿勢はどうでしょうか？ よい姿勢を心がけてみましょう。 



 
新しい年を迎えると寒さのピークに入る時季です。雪が降る日はもちろん、雨が降った後にも路面

の凍結が起きることもあり、登下校で注意を必要とする場面が多くなります。また、靴に水がしみこむ

と血行が悪くなり、しもやけの原因にもなります。その日の天候に応じて、着替えを準備したり、すべ

りにくい靴を履いたりして安全に登下校ができるようにしましょう。寒い日は、ポケットに手を入れて

しまいがちですが、転びそうになった時にとっさに手をつくことができず、とても危険です。屋外では

手袋をつけるなど対策をして、安全に過ごしましょう。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 山口県内の新型コロナウイルス感染症の状況は、県内全域で急速に広がりつつあります。どこで

どのように感染したのか分からない市中感染の拡大が心配されています。ウイルスは目に見えな

いので、いつ誰が感染するのかは予測することができません。“自分は絶対にかかりたくない”とい

う気持ちはみんな同じです。けれど、その気持ちが強くなると「感染症を連想させる人や場所を遠

ざける」＝差別することに繋がりやすくなります。感染に対する恐怖心が、差別の感染拡大を引き

起こすこともあります。悪いのは、感染した人ではなく、コロナウイルスです。  

もし誰かが感染したら、その人を責めるのではなく、「大丈夫？大変だったね。」と優しい声をか

けてあげられる人がいてほしいです。 


